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第 12回日本公衆衛生看護学会学術集会のご案内 

 

この度、第 12回日本公衆衛生看護学会学術集会を北九州国際会議場および一部オンライ

ンにて開催させていただくことになりました。 

第 12回のテーマは、「『自分らしく生きる』を支える公衆衛生看護活動を考える～新たな

地域包括ケアの扉を拓く～」といたしました。 

2020年から COVID-19ウィルス感染症拡大により、私たち一人一人が基本的な感染予防

対策の実施を求められ、「健康」の価値や「あたりまえの暮らし」の維持の重要性を再認識い

たしました。一方で少子・高齢化がさらに進展し、コロナ禍であっても、地域住民が人生最

期を自宅など住み慣れた場所で迎えたいという希望を気兼ねなく意思表示することができ、

孤独死やセルフネグレクト、育児放棄など普通に生きることが困難な状況にならずに暮らせ

る社会をつくることは喫緊の課題となっています。現在、世代間で支えるセーフティーネッ

トの維持は危ぶまれ、地域社会の相互扶助機能も一層脆弱化していますが、地域住民が住み

慣れた地域で安心して尊厳あるその人らしい生活を継続すること」ができ、日々の暮らしを

守るために、住民自らが予防の視点を持てるよう、その主体性を高めることが必要と考えま

す。パンデミックの社会で、個人と家族の支援を通して健康な地域づくりをめざし公衆衛生

の第一線で活動が注目された保健師は、「健康づくりのキーパーソン」として、新たな地域包

括ケアシステムの構築を目指して、誰もが安心して「自分らしく生きる」ことを支えるシス

テム構築のために活動することは、保健師の重要な責務であると考えます。 

本学術集会では、上記のテーマを掲げ、先進的な公衆衛生看護活動の実践・研究から学

び、多職種および地域住民と語り合い、未来を拓く人材の養（育）成を議論する場を企画し

ております。 

貴機関所属の保健師ならびに関係者の皆様の当学術集会へのご参加につきましてご高配

を賜りますよう何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

記 

 

１．会期： 2024年 1月 6日（土）・7日（日）現地開催 

（2024年 2月 12日まで オンデマンド配信） 

２．会場： 北九州国際会議場（〒802-0001 福岡県北九州市小倉北区浅野 3丁目 9-30） 

及びWeb（ハイブリッド開催） 

３．プログラム： 

会長講演、基調講演、特別講演、公衆衛生看護セミナー、シンポジウム、 

パネルディスカッション、朝活ミニセミナー、拡大市民公開講座、企画展、 

共催セミナー・ランチョンセミナー、企業展示、一般演題、ワークショップ等 

以上  


